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〒204-0021 清瀬市元町1-2-11　アミュービル4階

☎042-495-7002　FAX 042-495-7008
女性広報「Ms.スクエア」編集委員会

編集委員／河原貴子／黒澤光子／小松則子
　　　　／野口純代／福田祥子／堀亜梨紗
イラスト／福田祥子
デザイン／堀亜梨紗

次号81号の発行は2014年8月1日です

古紙配合率100％再生紙を使用しています

１. すべての人が個人として人権を尊重され、自分らしく生きることが保障されること
２. 性別役割分担にとらわれず、自己の意思と責任による多様な生き方が選択できること
３. 女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるような環境をつくること
４. 女性が社会のさまざまな領域でもっと企画や活動方針を決定する場に進出すること
５. 互いに性を理解し尊重し合い、性に基づいた健康が生涯にわたり維持されること

清瀬市男女平等推進条例

5つの重要な柱
（基本理念）

（平成18年7月1日施行）

アイレックからのお知らせ編
集
後
記

M
ミ ズ
s. は女性を総称し、スクエアは広場や広報を
意味しています。
アイレック（ILEC）とは、
Information（情報）・Learning（学習）
Exchange（交流）・Consultation（相談）
の頭文字をとった「清瀬市男女共同参画センター」
の愛称です。

「Ms.スクエア」はシルバー人材センター（☎494・0903）会員がお届けしています

皆様の声募集中
　「Ms.スクエア」は公募による市民の編
集委員6人が企画編集して発行している
情報誌です。80号はいかがでしたか？ご
意見、ご感想、今後取り上げてほしいテー
マなどを、郵送・FAXでアイレックまでお
寄せください。 清瀬駅

至池袋至所沢

け
や
き
通
り

小
金
井
街
道

アミュービル４Ｆ

清瀬市男女共同
参画センター

けやき
ホール

「Ms. スクエア」の音訳ＣＤを作成しています。
ご希望の方は、男女共同参画センターへご連絡ください。

アイレックサポーター

アイレック登録団体

あなたもアイレックで「自分ができること」から始めてみませんか

　アイレックでは男女共同参画を推進する市民活動を支援するため「登録団体
制」を設けています。現在登録している団体は１9団体（２０１４年３月現在）です。

※アイレックサポーター、登録団体に興味のある方は、アイレック事務局までご
連絡ください。（電話：０４２－４９５－７００２）

　清瀬市男女共同参画センター（アイレック）は、「清瀬に女性センターを」と願
う市民の市議会への陳情が実って、１９９５年１０月、清瀬駅北口アミュービル４
階に開設されました。センター立ち上げにかかわった市民たちが「これから私た
ちはどんなことをしようか」と考え、誕生したのが「アイレックサポーター」です。

◆現在６チームが活動しています。
イベントチーム 	 �����アイレックの講座は、サポーターと事務局が知恵

を出し合って、企画をしています。
図書チーム 	 ������アイレック図書の、整理・分類をおこなっています。
保育チーム 	 ������アイレックの事業や相談にはすべて無料で保育が

付いています。その保育に使う保育室の壁面装飾
やおもちゃのメンテナンスをおこなっています。

交流チーム	�������男女平等の視点から集めた新聞記事を切り抜い
て、交流コーナーに掲示しています。

チームDANKATU	 ���男性を対象としたアイレックの講座を企画し、運営
しています。

チームつながりカフェ	 ��アイレック事業として子育て中、高齢者、震災で清
瀬に避難している方などいろいろな年代の方たち
の交流、情報交換の場として「つながりカフェ」を
開催。その企画や運営をしています。

表紙の撮影場所 金山橋
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